
別表第１（第２条、第３条関係） 

日常生活用具給付事業対象種目 

（単位：円） 

区分 種目 対象者 性能 対

象

年

齢 

耐

用

年

数 

基準額 

障害者手帳

所持者 

難病患者等 

介

護・

訓練

支援

用具 

特殊寝

台 

下肢又は体

幹機能障害

２級以上の

者 

寝たきりの

状態にある

者 

原則として頭

部及び脚部の

傾斜角度を個

別に調整でき

る機能を有す

るもの 

学

齢

児

以

上 

８

年 

１６９，

４００ 

特殊マ

ット 

下肢若しく

は体幹機能

障害１級（障

害児の場合

は２級以上）

又は知的障

害Aの者 

寝たきりの

状態にある

者 

褥瘡の防止、失

禁等による汚

染又は損耗を

防止できる機

能を有するも

の 

３

歳

以

上 

５

年 

２１，５

６０ 

エアー

マット 

下肢又は体

幹機能障害

１級で、常時

介護を要す

る者 

【所得税非

課税世帯】 

― 褥瘡を予防す

る効果がある

もの（ただし、

送風機付きの

ものに限る。） 

１

８

歳

以

上 

１

回

限

り 

９０，６

４０ 

特殊尿

器 

下肢又は体

幹機能障害

１級で、常時

介護を要す

自力で排尿

できない者 

尿が自動的に

吸引されるも

ので、障害者

（児）又は介護

学

齢

児

以

５

年 

７３，７

００ 

※下線部が修正部分となります。 

 



る者 者が容易に使

用できるもの 

上 

入浴担

架 

下肢又は体

幹機能障害

２級以上で、

入浴に介助

を要する者 

― 障害者（児）を

担架に乗せた

ままリフト装

置により入浴

させるもの 

３

歳

以

上 

５

年 

９０，６

４０ 

体位変

換器 

下肢又は体

幹機能障害

２級以上で、

常時介護を

要する者 

寝たきりの

状態にある

者 

介護者が障害

者（児）の体位

を変換させる

のに容易に使

用できるもの 

学

齢

児

以

上 

５

年 

１６，５

００ 

移動用

リフト 

下肢又は体

幹機能障害

２級以上の

者 

下肢又は体

幹機能に障

害がある者 

介護者が障害

者（児）を移動

させるにあた

って、容易に使

用できるもの。

ただし、天井走

行型その他住

宅改修を伴う

ものを除く。 

３

歳

以

上 

４

年 

１７４，

９００ 

訓練用

ベッド 

― 下肢又は体

幹機能に障

害がある者 

腕又は脚の訓

練ができる器

具を備えたも

の 

６

歳

以

上

１

８

歳

未

満 

８

年 

１７５，

１２０ 

自立 浴槽 下肢又は体 ― 障害者（児）が 学 ８ １００，



生活

支援

用具 

（湯沸

器を含

む） 

幹機能障害

２級以上の

者 

容易に使用で

きるもの 

齢

児

以

上 

年 １００ 

個別給付 

浴槽 

６４，１

３０ 

湯沸器 

５５，０

００ 

入浴補

助用具 

下肢又は体

幹機能障害

があり、入浴

に介助を要

する者 

入浴に介助

を要する者 

入浴時の移動、

座位の保持、浴

槽への入水等

を補助でき、障

害者（児）や介

助者が容易に

使用できるも

の。ただし、設

置に当たり住

宅改修を伴う

ものを除く。 

３

歳

以

上 

８

年 

９９，０

００ 

便器 下肢又は体

幹機能障害

２級以上の

者 

常時介護を

要する者 

障害者（児）や

介護者が容易

に使用できる

もの（手すりを

付けることが

できる。）ただ

し、取替えに当

たり住宅改修

を伴うものを

除く。 

学

齢

児

以

上 

８

年 

便器 

４，９０

０ 

手すり付

き 

６，００

０増 

T字杖、

棒状の

平衡機能、下

肢又は体幹

― 障害者（児）が

容易に使用で

３

歳

４

年 

３，３０

０ 



杖 機能障害が

ある者 

【所得税非

課税世帯】 

きるもの 以

上 

移動、

移乗支

援用具 

平衡機能、下

肢又は体幹

機能障害が

あり、家庭内

の移動等に

おいて介助

を要する者 

下肢が不自

由な者 

おおむね次の

ような性能を

有する手すり、

スロープ等で

あること 

ア 障害者

（児）の身体

機能の状態

を十分踏ま

えたもので

あって、必要

な強度と安

定性を有す

るもの 

イ 転倒予防、

立ち上がり

動作の補助、

移乗動作の

補助、段差解

消等の用具

とする。 

ただし、設置に

当たり住宅改

修を伴うもの

を除く。 

３

歳

以

上 

８

年 

６６，０

００ 

頭部保

護帽 

次のいずれ

かに該当す

精神障害が

あり、てんか

転倒の衝撃か

ら頭部を保護

― ３

年 

スポン

ジ、革製 



る者で、頻繁

に転倒する

もの 

【施設利用

者も可】 

ア 平衡、下

肢又は体

幹機能障

害がある

者 

イ 知的障

害Aの者 

んの発作等

があるもの 

できるもの １６，７

２０ 

スポン

ジ、革、

プラスチ

ック製 

４０，４

３０ 

既製品 

８０％の

範囲内 

電磁波

防護服 

心臓機能障

害があり、ペ

ースメーカ

ー又はICD等

の植え込み

手術を行っ

た者 

― ペースメーカ

ー又はICD等の

不適切作動を

防止する効果

があるもの 

― ５

年 

２２，０

００ 

特殊便

器 

上肢障害２

級以上又は

知的障害Aの

者 

上肢機能に

障害がある

者 

温水、温風を出

すことができ

るもの。ただ

し、取替えに当

たり住宅改修

を伴うものを

除く。 

学

齢

児

以

上 

８

年 

１６６，

３２０ 

火災警

報器 

身体障害２

級以上又は

知的障害A

で、火災発生

の感知及び

難病患者等

で、火災発生

の感知及び

避難が著し

く困難な者

室内の火災を

煙又は熱によ

り感知し、音又

は光を発し屋

外にも警報ブ

― ８

年 

１７，０

５０ 



避難が著し

く困難な者

（障害者の

みの世帯又

はこれに準

ずる世帯） 

【所得税非

課税世帯】 

（難病患者

等のみの世

帯又はこれ

に準ずる世

帯） 

【所得税非

課税世帯】 

ザーで知らせ

ることができ

るもの 

自動消

火器 

身体障害２

級以上又は

知的障害A

で、火災発生

の感知及び

避難が著し

く困難な者

（障害者の

みの世帯又

はこれに準

ずる世帯） 

【所得税非

課税世帯】 

難病患者等

で、火災発生

の感知及び

避難が著し

く困難な者

（難病患者

等のみの世

帯又はこれ

に準ずる世

帯） 

【所得税非

課税世帯】 

室内温度の異

常上昇又は炎

の接触で自動

的に消火液を

噴射し、初期火

災を消火でき

るもの 

― ８

年 

３１，５

７０ 

電磁調

理器 

視覚障害２

級以上又は

知的障害Aの

者（視覚若し

くは知的障

害者のみの

世帯又はこ

れに準ずる

世帯） 

― 障害者が容易

に使用できる

もの 

１

８

歳

以

上 

６

年 

４５，１

００ 

歩行時 視覚障害２ ― 視覚障害者 学 １ ７，７０



間延長

信号機

用小型

送信機 

級以上の者 （児）が容易に

使用できるも

の 

齢

児

以

上 

０

年 

０ 

屋内信

号装置 

聴覚障害２

級の者（聴覚

障害のみの

世帯又はこ

れに準ずる

世帯で日常

生活上必要

と認められ

る世帯） 

― 音声等を視覚、

触覚等により

知覚できるも

の 

１

８

歳

以

上 

１

０

年 

９６，１

４０ 

在宅

療養

等支

援用

具 

透析液

加温器 

じん臓機能

障害があり、

自己連続携

行式腹膜灌

流法（CAPD）

による透析

療法を行う

者 

― 透析液を加温

し、一定温度に

保つもの 

― ５

年 

５６，６

５０ 

ネブラ

イザー

（吸入

器） 

次のいずれ

かに該当す

る者 

ア 呼吸器

機能障害

３級以上

の者 

イ 音声機

能障害が

あり、喉頭

呼吸器機能

に障害があ

る者 

障害者（児）や

介護者が容易

に使用できる

もの 

― ５

年 

３９，６

００ 



摘出した

者 

電気式

たん吸

引器 

次のいずれ

かに該当す

る者 

ア 呼吸器

機能障害

３級以上

の者 

イ 音声機

能障害が

あり、喉頭

摘出した

者 

呼吸器機能

に障害があ

る者 

障害者（児）や

介護者が容易

に使用できる

もの 

― ５

年 

６２，０

４０ 

酸素ボ

ンベ運

搬車 

呼吸器機能

障害がある

者 

医療保険に

おける在宅

酸素療法を

行う者 

障害者や介護

者が容易に使

用できるもの 

― １

０

年 

１８，７

００ 

体温計

（音声

式） 

視覚障害２

級以上の者

（視覚障害

者のみの世

帯又はこれ

に準ずる世

帯） 

― 視覚障害者

（児）が容易に

使用できるも

の 

学

齢

児

以

上 

５

年 

９，９０

０ 

体重計 視覚障害２

級以上の者

（視覚障害

者のみの世

帯又はこれ

に準ずる世

― 視覚障害者

（児）が容易に

使用できるも

の 

学

齢

児

以

上 

５

年 

１９，８

００ 



帯） 

動脈血

中酸素

飽和度

測定器

（パル

スオキ

シメー

ター） 

次のいずれ

かに該当す

る者 

ア 呼吸器

機能障害

がある者 

イ 肢体障

害２級以

上で、呼吸

の管理が

必要な者 

人工呼吸器

の装着が必

要な者 

呼吸状態を継

続的にモニタ

リングするこ

とが可能な機

能を有し、障害

者（児）及び介

護者が容易に

使用できるも

の 

― ５

年 

８８，０

００ 

（ただ

し、人工

呼吸器を

装着する

必要があ

る者は、

１７３，

２５０） 

情

報・

意思

疎通

支援

用具 

携帯用

会話補

助装置 

次のいずれ

かに該当す

る者で、こと

ばの発声が

困難なもの 

ア 音声機

能又は言

語機能障

害がある

者 

イ 肢体障

害がある

者（ただ

し、言語に

よるコミ

ュニケー

ションが

可能な者

に限る。） 

― 携帯式で、こと

ばを音声又は

文章に変換す

る機能を有し、

障害者（児）が

容易に使用で

きるもの 

学

齢

児

以

上 

５

年 

１０８，

６８０ 



情報・

通信支

援用具 

視覚障害又

は上肢機能

障害２級以

上の者 

― コンピュータ

ーの入力等が

可能となる周

辺機器 

学

齢

児

以

上 

６

年 

１６５，

０００ 

点字デ

ィスプ

レイ 

視覚障害及

び聴覚障害

の重度重複

障害者（原則

として視覚

障害２級以

上かつ聴覚

障害２級） 

― 文字等のコン

ピューターの

画面情報を点

字等により示

すことのでき

るもの 

１

８

歳

以

上 

６

年 

４２１，

８５０ 

点字器 視覚障害２

級以上の者 

― 点字板 学

齢

児

以

上 

７

年 

１１，４

４０ 

点字タ

イプラ

イター 

視覚障害２

級以上の者 

― 視覚障害者

（児）が容易に

操作できるも

の 

学

齢

児

以

上 

５

年 

６９，４

１０ 

ポータ

ブルレ

コーダ

ー 

視覚障害２

級以上の者 

― 音声等により

操作ボタンが

知覚又は認識

でき、かつ、

DAISY方式等に

よる録音及び

再生できる製

品で、視覚障害

学

齢

児

以

上 

６

年 

録音再生

機 

９６，３

１０ 

再生専用

機 

３９，６

６０ 



者（児）が容易

に使用できる

もの 

テープレ

コーダー 

１４，３

００ 

活字文

書読上

げ装置 

視覚障害２

級以上の者 

― 文字情報と同

一紙面上に記

載された当該

文字情報を暗

号化した情報

を読み取り、音

声信号に変換

して出力する

機能を有する

もので、視覚障

害者（児）が容

易に使用でき

るもの 

学

齢

児

以

上 

６

年 

１０９，

７８０ 

拡大読

書器 

視覚障害が

あり、本装置

により文字

等を読むこ

とが可能に

なる者 

― 画像入力装置

を読みたい印

刷物等の上に

置くことで、簡

単に拡大され

た画像（文字

等）をモニター

に映し出せる

もの 

学

齢

児

以

上 

８

年 

２１７，

８００ 

時計 視覚障害２

級以上の者 

― 視覚障害者が

容易に使用で

きるもの 

１

８

歳

以

上 

１

０

年 

１４，６

３０ 



視覚障

害者用

ラジオ 

視覚障害２

級以上の者 

― 地上デジタル

放送を受信で

きるラジオで、

障害者（児）が

容易に使用で

きるもの 

学

齢

児

以

上 

６

年 

３１，９

００ 

音声Ｉ

Ｃタグ

レコー

ダー 

視覚障害２

級以上の者 

― 日常生活用品

等に取り付け

たタグの情報

を受信するこ

とによって、あ

らかじめ録音

した当該物品

の名称その他

の情報を知ら

せる音声を再

生できるもの

で、障害者（児）

が容易に使用

できるもの 

学

齢

児

以

上 

６

年 

４３，８

９０ 

通信装

置

（FAX） 

聴覚障害が

ある者又は

発声・発語に

著しい障害

のある者で、

コミュニケ

ーション、緊

急連絡等の

手段として

本装置が必

要と認めら

― 一般の電話に

接続すること

ができ、音声の

代わりに文字

等により通信

が可能な機器

で、障害者（児）

が容易に使用

できるもの 

学

齢

児

以

上 

５

年 

３３，０

００ 



れるもの 

【所得税非

課税世帯】 

情報受

信装置 

聴覚障害が

ある者 

― 字幕及び手話

通訳付きの聴

覚障害者（児）

用番組並びに

テレビ番組に

字幕及び手話

通訳の映像を

合成したもの

を画面に出力

する機能を有

し、かつ、災害

時の聴覚障害

者（児）向け緊

急信号を受信

するもので、聴

覚障害者（児）

が容易に使用

できるもの 

３

歳

以

上 

６

年 

９７，７

９０ 

人工喉

頭 

音声機能障

害があり、喉

頭摘出した

者 

【施設利用

者も可】 

― ― ― ５

年 

電動式 

７７，１

１０ 

笛式 

５，５０

０ 

気管カニ

ューレ付

き 

３，４１



０増 

人工内

耳用音

声信号

処理装

置（ス

ピーチ

プロセ

ッサ） 

聴覚障害が

あり、人工内

耳を装着し

て５年以上

が経過し、医

療保険の給

付制度を利

用して本装

置の買い替

えが出来な

いと判断さ

れた者 

【施設利用

者も可】 

― ― ― ５

年 

２２０，

０００ 

ただし、

民間保険

を活用す

る場合

は、装置

に係る総

費用額か

ら保険会

社が認定

する額を

差し引い

た金額と

２２０，

０００円

を比べて

いずれか

低い額を

基準額と

する。 

排泄

管理

支援

用具 

ストマ

装具 

ぼうこう又

は直腸機能

障害があり、

ストマ装具

を使用する

者 

【施設利用

者も可】 

― 最大６か月単

位の給付とす

る。 

― ― 蓄便袋 

月額 

９，７４

０ 

蓄尿袋 

月額 

１２，８

００ 

収尿器 高度の排尿 ― ― ― １ ９，３５



機能障害が

ある者 

【施設利用

者も可】 

年 ０ 

住宅

改修

費 

居宅生

活動作

補助用

具 

下肢又は体

幹機能障害

３級以上の

者（特殊便器

への取替え

をする場合

は、上肢障害

２級以上の

者） 

下肢又は体

幹機能に障

害がある者 

障害者（児）の

移動等を円滑

にする用具で、

設置に小規模

な住宅改修を

伴うもの 

学

齢

児

以

上 

１

回

限

り 

２００，

０００ 

（注） 

１ 乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害の場合は、表中の上

肢・下肢又は体幹機能障害に準じ取扱うものとする。 

２ 聴覚障害者用屋内信号装置にはサウンドマスター、聴覚障害者用目覚時計、

聴覚障害者用屋内信号等を含む。 

３ 「浴槽（湯沸器含む。）」については、市長が必要と認める場合には、「浴

槽」及び「湯沸器」を個々の種目として給付できるものとする。 

４ 種目のうち、老人保健法及び介護保険法の施策の対象となる用具等について

は、原則として次に掲げる者に対し給付を行わない。 

（１） 介護保険法第９条第１号に規定される者 

（２） 介護保険法第９条第２号に規定される者のうち、介護保険法施行令（平

成１０年政令第４１２号）第２条に規定する疾病に該当する者 


